



日時：2009 年 12 月 5 日（土）



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































は4 ～ 5月ですね。その3 ～ 4 ヶ月前から伐開を始めます。道具の部分でも一つだけあげたいので
すが、イシグェという小型の鍬をよく使ったといいます。全長40cmの小さい片手鍬です。集落か
ら距離のある焼畑地、または足場の悪い斜面での使用に重宝しました。イシグェは石の鍬という字
をあてます。八重山でもイシンガイといって小型の鍬を使用したようです。
沖縄の焼畑の特徴の一つともいえるのが、伐開した土地を分けるという事例です。20例で確認で
きています。家族が主体となり伐開する場合には必要ないんですが、集落が主体となる場合にはそ
の土地を分ける必要があります。これは全て沖縄諸島の事例であります。八重山では現在のところ
確認できておりません。そのうち10例はくじ引きで分けたといいます。その分け方は、同じ面積を
配分するのではなく、家族の人数、土地の肥沃度、集落間の距離、地形などを考慮して、広狭の差
をつけて配分したといいます。肥沃な土地は狭く、痩せた土地は広く。その際によく聞く言葉がタ
チワイ(縦割)、タチワヒ(縦分)という言葉です。分け方を体験した古老達の話で共通しているのは、
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先人たちの分け方の精密さに非常に驚いたということ。くじ引きといっても当り外れはなく、収穫
にも差はなかったという話でした。
62例で火入れの方法を確認することができました。主体、時期は伐開に対応し、植え付けの約1
ヶ月前に火入れをします。まず伐開を終えた土地の周囲に防火帯を設けますが、八重山では伐開す
る前、そのままの状態に火をつけて、伐開後にもう一度燃やす方法をとったところもあります。火
消し用の枝をもった方々が周囲に配置されたと聞きます。また、斜面の上から点火し、ゆっくりと
下に下がっていくという事例がほとんどであります。燃やす理由としては、肥料になるからという
事例が多いです。灰が肥料になるというのは沖縄に限ったことではないと思いますが、現在も常畑
で枯葉を集めて焼くという光景が見られます。そのほかの理由としては、片付けるため、殺虫、ハ
ブ除け（八重山諸島）があげられます。
耕作年数を50例で確認することができました。沖縄諸島では2年、八重山諸島では3年という事例
が多いです。理由としては、地力の低下、猪垣の耐久性の低下による猪の侵入、また虫の発生など
があります。
ここで、焼畑と常畑について考えていきたいと思います。焼畑を使ったあと、切り替えることな
く使い続けるという事例も15例確認できております。そのうち12例は初年度の作物は甘藷、肥料は
不要（2 ～ 3年以降から投入）で、初年度の植え付け作物と肥料の投入時期が切り替え式の焼畑と
共通しています。焼畑の切替式の衰退、常畑化への移行という動きがあったと考えられます。沖縄
本島で確認できた切替式の焼畑は、ほとんど北部の事例であり、その南限は伝承としてのみ残る読
谷村長浜の事例ですが、それより南には切替式の焼畑は確認できておりません。切替式から常畑と
いう動きが、中南部で特に顕著であったのではないかと考えられますが、その原因なども今後の調
査で明らかにしていきたいと思います。
作物の種類と順序を58例で確認することができました。沖縄諸島では全ての事例が焼畑後初年度
の作物は甘藷です。その次の作物も甘藷という事例も三分の二を占めます。穀物という点からみる
と、沖縄諸島では非常に少ないです。麦というのは1例のみ。また、粟は8例確認できておりますが、
最後に植えたという事例が8例中5例を占めます。
次に、八重山諸島の事例ですが、沖縄本島に比べて穀類が豊富で連作が少ないこと、また、類型
化できないほど集落ごとにバリエーションが見られるという特徴を持ちます。しかし、共通点とし
て、粟を主作物とし、甘藷を間作するという形が八重山の典型的なパターンではないかといえます。
ところが、初年度に甘藷を植えるという事例も5例確認できており、粟を植えるのが多い八重山で
何故最初に甘藷を植えるのか、その理由として確認できているのは、集落から比較的近くの水田に
粟を植えた。沖縄諸島でも粟や麦は焼畑ではなく、近くの常畑に増えたという答えが多いです。集
落から距離のある焼畑地と近くの常畑、その植え付け作物の関連性も今後考えていきたいと思いま
す。
甘藷の植え付け、収穫に使われた道具にアサンガニ(堀棒)という道具があります。沖縄本島中南
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部では、1回の収穫で鍬を使って全て掘り起こし、新しい蔓を植えるというやり方ですが、北部で
は大きいものだけを堀り土をかぶせるということを何度か繰り返します。1度の植え付けで3年間も
収穫することができる場合もあったといいます。
また、収穫に使ったのがティルという竹籠で、頭から紐で背負います。植え付け、収穫ともに女
性の仕事で、これも女性の道具とされています。
これまで文献、聞き取り調査等により確認できた事例を分布、名称、伐開、火入れ、耕作年数、
作物、休閑年数にわけ、その整理検討を通じて沖縄の焼畑の総合的把握を試みてきました。しかし、
総合的把握というよりは課題が浮き彫りになったように思います。今後の課題としては、本当中南
部や宮古島にはなかったのかという分布圏の問題、そして土地制度、他の生業との関わり、17世紀
初頭に入ってきたといわれる甘藷以前の焼畑の作物、植林、焼畑の常畑化、猪との関係などがあげ
られます。また、焼畑経験者の世代が非常に高齢化している。急がねばならない調査と考えられる。
今後、資料研究や聞き取り調査等により確認できると思われる事例群の整理検討を通じて、沖縄の
焼畑の更なる総合的把握を目指したいと思います。
山田 仁史（東北大学）
台湾の焼畑
わたしは台湾の焼畑についてお話しさせていただきます。まず初めにお断りしておきますと、台
湾の焼畑ということで今日対象にするのは原住民、または先住民という漢族ではない人たちです。
この人たちはオーストロネシア語族という、全て共通の言語の語族に属していまして、東南アジア
の人々、南西諸島の人々ともいろいろと共通の文化を持っています。
今回台湾の焼畑について改めて調べてみるということで、現状はどうなんだろうということを思
いまして、台湾で焼畑は過去のものとなっているとわたしは認識していたんですけれども、研究者
のメーリングリストで聞いてみました。そうしますと、今でも土地を簡単に焼いて粟を作るという
ことはやっている。ただし、輪作のようなことはやっていない。ですから、本格的な焼畑というよ
りは野焼き程度のものがされているようです。また、笠原政治先生からの情報で、1980年代には過
去のものになっていたという情報も得られました。ですから、今からできるとしたら聞き書きのよ
うなことかなと思っています。衰退がどういう風に起こってきたかということを考えまして、1970
年代初めの佐々木高明先生らの調査をみると、その時点でかなり衰退していたようです。さらに遡
って陳奇禄さんの1950年代の調査でも、既に儀礼は簡略化されていた。この一つの理由は、日本が
戦前の台湾を統治していた時代に、お祭りを簡単にするように簡素化させた。それが原因で日数も
短くなり、簡単になったということがあったようです。
今回は焼畑に関する過去の文献を調べて、そこで何がいえるかということをまとめてみました。
どういう文献があるかというと、台湾は17世紀のはじめにスペイン・オランダによる部分的な統治
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があり、そのときの記録が残っています。こういうものにも焼畑の記録が残っているかもしれませ
ん。それから、清の時代に漢文で書かれた資料があり、詳しく見ると詳細な記述でなくても何か出
てくるかもしれません。
戦前の台湾に関する文献では、農耕儀礼についてはまとまった記述がありますが、焼畑の技術的
な側面に関してはまとまった論文としては農業経済学の奥田彧氏が「台湾蕃人の焼畑農業」、「紅頭
嶼ヤミ族の農業」という論文を出しています。戦後になってもう少しインテンシヴな調査が各地で
展開され、陳奇禄先生の1950年代のブダイでの調査、佐々木高明先生の1970年代の調査、それから、
アメリカの地理学者のWayne	Foggが1974年と1975年に特にブヌン族のトンポという村でインテン
シヴな調査を行っています。
あまり知られていないかもしれませんが、台湾を中心とした伝統的な農耕に関する書誌に『台灣
土著農業研究書目彙編』という詳細なものがあります。
まず、技術的な側面ですが、今ご紹介した奥田氏らの1933年に書かれた論文に主に基づきながら、
それからわたしが今回改めていろいろ見直してみまして気づいたものも加えてお話していきます。
まず耕地の場所ですが、住居から2 ～ 3時間以内の場所に作っていました。佐々木高明先生のル
カイ族のキヌラン村の事例をみますと、集落から近いところ、徒歩30分以内のところにほとんどの
焼畑地と休閑地が固まっているという状況です。標高は700メートルから1000メートルのところに
固まっている。佐々木先生の考えでは、これが前からそうだったのかどうかはわからないといわれ
ています。戦前の資料をみますと、遠いところに耕作地を作ったときに出小屋を作っていて、これ
がだんだんと分かれていって村になったこともあっただろう。そういうことでわりと近いところに
焼畑地が集中するという事態が起きてきたのかもしれません。
また、休閑にしたときに地力を回復する方法が台湾では知られていて、榛（はん）の木を植える
というのが北のほうに集中して出てきます。台湾でもかなり民族差がありまして、焼畑のやり方に
しても、作物の割合にしても、かなり違っているんですが、北のほうのタイヤル族、サイシヤット
族、ブヌン族に関しては、榛の木を植えることで地味を回復させるということが戦前から行われて
きています。すでに鹿野忠雄が指摘していますが、これはインド東北部アッサムでも行われていた。
また、調べてみますと日本各地でも、中国でもやっていた。つまりアジアでは割と広く、榛の木を
休閑地の地味の回復に使うことを行なってきたのです。
竹林に関していえば、タイヤル族大
タイ
嵙
コ
崁
カン
群では、「竹林は叢地より地味良しと云ふ。之れ竹灰は
油強くして肥料となればなりと」いわれています。また、同じくタイヤル族の汶
モン
水
スイ
群では、「耕地
は傾斜緩やかなる樹林及び竹林を選ぶ」とも書かれています。これらは今まで気づかれていなかっ
ただけかもしれません。そういう目で資料を読みなおすとこれから気づかれることもあるのでは、
と思います。
また、かなりの傾斜のところに作っていました。当事者たちには、「このほうが腰をかがめない
で作業ができるから楽」という認識があったようです。
普通は山頂から山麓に向かって火を放ちました。そうするとじっくり焼くことができたといいま
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す。しかしヤミ族では反対に下から焼いたようです。タイヤル族などと違って焼却物がほとんど萱
のため、さっと焼いてもいいと書かれており、植生の違いがあったのかもしれません。
伐採を始める際には、儀礼的な畑に行き豚を用意します。それを村に持ち帰り、殺し、みんなで
食べる、これが伐採の開始の儀礼でした。その際に言葉を発することはタブーとされました。妊娠
中の女性に関わるタブーもよく出てきます。伐採の時期を決める際には鳥占や夢占で判断しました。
女性のほうがよく働く、ということもしばしばいわれます。ヤミ族では水芋を栽培しますが、こ
れは女性だけが扱いました。また、北に行けば行くほど雑穀の割合が高まるのが一般的な傾向です。
北のほうのタイヤル、サイシヤット、ブヌン、ツォウまでは粟の割合が高く、南のルカイ、パイワ
ンでは芋の割合が高くなります。
水田に水稲を栽培する風習は、台湾原住民族の風習としては見られませんでした。1895年に日清
戦争の結果として日本が台湾を領有するようになってから水田の奨励をしてきました。ところが、
現地の人たちの認識の中では祖先たちが守ってきたことではないこと、との認識があり続きません
でした。1920年代から30年代にかけて各地の警察官の指導により広まったとのことです。
現地では形や色で微細な品種の認識がされています。ブヌン族トンポ村では14種類のウルチ粟と
4種のモチ粟が認識されていました。ウルチ種にはその品種を栽培しはじめた氏族のものと思われ
る名前がつけられているものがあります。また、品種改良や交換も行われていました。また、台湾
の原住民は施肥はしないのが普通でした。糞尿を肥料にはしなかった。農具も石斧のような手鍬、
鉄鍬、掘り棒などが使われていました。害獣除けとしては鳴子も使われました。台湾では首狩をし
た場合に、頭骨になったものを穀倉にかけた例がタイヤル族には多くみられます。これは首狩が豊
穣をもたらすという観念を表すようです。
改めて資料をみると面白いことが書いてあるのが見つかります。例えば、輪作をすることに関し
て、「毎年同一畑に同一作物を栽培するときは畑は怒りて作物は充分稔らず」といういいかたがな
されていました。
ここまで技術的な側面について話してきましたが、もう一つ強調しておきたいのが精神文化の面
です。儀礼や神話をみていくことで焼畑の総合的な姿が浮かび上がってくるのではないでしょうか。
例えば台湾では、豊穣を祈る気持ちを独楽回しや毬遊びにこめていました。儀礼的に独楽を回すと
いうことは東南アジア各地でもみられた慣習です。
首狩についても、首は種の友である、髪の毛は種の友であるというような、豊穣と結びつける観
念が東南アジアに広く存在しました。全て生き物は仲良く生きていきましょうという考えがある一
方で、別の村の人の首をとってくることで収穫を確保してくれるという考え方もみられたのです。
また、粟の種を蒔く祭の際に動物の血を手に塗りつけたり、豚の血に粟の種を浸すという事例も
出てきます。動物の血に粟種を浸すことで豊穣が確保されるというような考え方、血に対する信仰、
血の持つ生命力に対する信仰もあります。特に台湾の原住民の文化というのは東南アジアの中でも
かなり古い様相を残してきたといわれているので、他の地域では当てはまらない面もあるかもしれ
ませんけれども。
焼畑について見る・考える場合は、技術的側面だけではなく、儀礼や神話などの精神文化も見て
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いくといいのではないでしょうか。新しい目で過去の資料を読み直すと発見が出てくることもある
のではないでしょうか。
台湾の原住民の文化は非常に多様で、沖縄と結びつく面もあるし、東南アジアと共通の面もある
が、ひとくくりにはできないところもあります。多様性ということを念頭において議論していく必
要があるのだと思います。
